
資料５ 

河川津波のモデル検討内容 
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項 目 内  容 

津波シミュレーションの条件（基礎式と解法） 

◆ 非線形長波方程式を基礎式とし、Leap-Frog差分法により解析 
（連続式） 
 
（運動方程式） 

基礎式と解法 
 
 
 
 
 
◆ 越流境界：本間公式による越流計算 

 ：静水面にとった空間座標 

 ：時間座標 

 ：水位変動 

 ：静水深 

 ：重力加速度 

   記号の解説 
 ：それぞれ（   ）方向の線流量 

 

 ：コリオリ係数 

海底摩擦損失：海底摩擦損失

マニングの粗度係数を用いて、      と表すことができる。 

 ：     で表される全水深 
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項 目 内  容 

津波シミュレーションの条件（検証） 

計算格子間隔 ◆ 1350ｍ、450ｍ、150ｍ、50ｍ、10ｍ 

計算時間・計算時間間隔 ◆ 計算時間：3時間、計算時間間隔：0.2秒 

波源モデル ◆ 藤井・佐竹モデル（ver4.0）のすべり量を1.2倍したモデル 

地盤変位量 ◆ Okada(1992)の手法により算出 

潮位条件 
◆ T.P.-0.50ｍ 
 （鮎川における3/11 14時の潮位） 

陸上遡上計算における陸上遡上計算における 
波先端条件 

◆ 10-5ｍ 

アウトプット ◆ 最大津波水位、浸水範囲の比較図、水位変動 

対象地形 ◆ 東日本大震災被災前の地形 

粗度係数 
◆ 堤内地：0.025 
◆ 河道内：低水路－0.020～0.030、高水敷－0.020～0.030 

施設データ ◆ 対象施設：海岸保全施設、河川堤防（縦断図より整理し線状に反映） 

◆ 阿武隈川 38 8 3／

河川流量 

◆ 阿武隈川：38.8ｍ3／s
◆ 名取川：10.7ｍ3／s 
◆ 広瀬川：7.4ｍ3／s 

※各河川の地震発生時水位と水位流量曲線より設定。 
 
※河道内の初期水位の設定にあたっては、この河川流量を河道上流端に与え、 
 非線形長波の式（二次元不定流）によって水位が安定するまで流下計算を実施した。 
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波源モデル 

メ シ 分割メッシュ分割 

地殻変動量 4 



10ｍメッシュ計算範囲(1365×2520) 

名取川 

阿武隈川 

閖上大橋下流右岸 亘理大橋下流左岸 
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名取市閖上地先 

① 

名取川 

【地震被災後(平成23年3月18日)】 

① 
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10ｍメッシュ河道モデル 
名取川名取川

2.0k 

代表横断図 7 



② 

① 

阿武隈川 
亘理町荒浜地先 

岩沼市寺島地先 

① 

② 

① 
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10ｍメッシュ河道モデル 
武阿武隈川

1.4k 

代表横断図 9 


